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事故に対する安全対策の取り組み事例紹介

奈良国道事務所の取り組み

奈良国道事務所では、管内で発注された工事

及び現場作業を伴う各種点検作業（業務）等の

請負業者、当該事務所職員を対象とした、工事

及び作業の安全に関する意識の向上を図るため、

去る１１月２１日に『労働災害防止安全管理講

習会』を都祁村いこいの村大和高原で開催しま
つ げ む ら

した。

講習会は奈良国道事務所副所長の挨拶の後、

奈良県警察本部交通規制課より「道路工事に伴

う交通対策について」、奈良労働局労働基準部

安全衛生課より「工事現場における安全衛生管

理について」と題して県内の労働災害事故の発

生状況や事故防止に関する講話を頂きました。

続いて、近畿地方整備局技術調査課長補佐より

「工事の安全対策について」と題して近畿地方

整備局管内の事故傾向及び事故事例の説明・紹

介があり、その後に請負業者の代表による「安

全管理の取り組み」についての事例が発表され

ました。

当日は、８７社（内８社：業務関係）の請負

業者からの参加者を含めて、総勢１３０名を越

える参加があり、講習会の最後には、各工事現

場においてのさらなる安全管理に対する意識向

上を確認し合って閉会となりました。

過去５ヶ年（平成１０年度～１４年度）の月別事故発生傾向

の月（７月を除く）の倍以上となる４０件とな

っています。

各事務所におかれましては、これから年度末

に向けて各請負業者への注意・指導を強化し、

工事現場における安全管理に努め、より一層、

気を引き締め、無事故を目指して下さい。
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公衆災害事故

もらい事故

平成１０年度から平成１４年度までの５ヶ年

について、月別事故発生件数を合計してグラフ

にすると次のとおりとなります。

１年の内、年度当初の４月が最も事故が少な

く、１１月から３月までの５ヶ月間に事故が多

く発生しています。その中でも特に２月が突出

しており、その内“もらい事故”に至っては他

月別事故発生件数(５ヶ年)の合計



（平成１５年１２月３１日現在）１２月の事故速報
発生日時 発生場所 事 故 の 状 況

１２月３日 舗装修繕工事において、歩道部をバックホウで機械掘削していたところ、情報ＢＯＸ施設台帳に

大阪府 記載された位置とは異なる深さで情報管路（ＩＲＮ ３本）が埋設されており、さや管１本と中の

０：４０ メタルケーブル１本をバケットで損傷させた。

〔 物損：国土交通省管理の情報管路 さや管１本、メタルケーブル１本 損傷 〕

１２月５日 道路照明施設維持補修工事において、情報板用柱に上って設備の調査を実施していた作業員が、

奈良県 安全帯をＵ字吊りで門柱に掛けて作業していたが、Ｕ字吊り用ロープを使用せず、一本吊り用ロー

９：３０ プを工具掛け用の金具に接続してＵ字吊りにしていた為に、金具が外れて約７ｍ下に墜落した。

〔 電工：右檮骨遠位端骨折 肋骨骨折 全治２８日 〕

１２月５日 舗装修繕工事において、切削機を点検する為に切削機を停止させていたところ、誘導員の誘導で

京都府 切削機の前で停車していた工事のダンプトラックが、独断でバックして切削機に近付き、切削機の

１１：３０ コンベア・アームに荷台が接触し、その衝撃でダンプトラック運転手が負傷した。

〔 ダンプトラック運転手：外傷性頸部症候群（むち打ち症） 全治１０日間 〕

１２月５日 融雪設備補修工事において、上下２車線道路で片側交互通行規制を行っていたところ、通行帯を

京都府 走行していた一般車が、運転操作を誤って工事区域に進入し、規制車（軽トラック）に接触した。

１６：０５
〔 物損：規制車（軽トラック） 一部損傷 〕

１２月８日 舗装修繕工事において、一般国道の交通規制を実施する為に、標識車が市道を通行していたとこ

兵庫県 ろ、市道を横断する形で路面から約３ｍ高に架設されていた民家への引き込み線（ＮＴＴ、ケーブ

１０：００ ルテレビ）に標識が接触し、切断した。

〔 物損：ＮＴＴ線４箇所、ケーブルテレビ線２箇所 他 〕

１２月９日 舗装修繕工事において、作業終了により路肩に作業車と後尾警戒車を駐車し、交通規制の為に設

兵庫県 置していた保安施設の回収作業をしていたところ、走行して来た一般車（４ｔトラック）が後尾警

５：３０ 戒車に追突し、その衝撃で後尾警戒車が作業車に追突する玉突き事故となった。

〔 普通作業員：下肢打撲 全治１０日 他５名 〕

１２月１１日 法面防災工事において、工事車両出入口に配備されていた交通誘導員が突然倒れ、病院に搬送さ

和歌山県 れたが、急性心筋梗塞で死亡した。

１３：１０
〔 交通誘導員：急性心筋梗塞 死亡 〕

１２月１４日 舗装修繕工事において、上下２車線道路で片側交互通行規制を実施していたところ、飲酒運転の

奈良県 一般車が車線変更せずに直進で施工箇所の規制区域に進入し、配置されていた規制車に衝突した。

４：５０
〔 物損：規制車 一部損傷 〕

１２月１７日 道路改良工事において、掘削土を現況地盤より３ｍ高で仮置きしていたところ、盤ぶくれにより

滋賀県 隣接する市道の舗装路面が隆起した。

１６：００
〔 物損：市道の路面 一部隆起（幅３ｍ×延長５ｍ×最大高さ３０㎝） 〕

１２月１８日 電線共同溝工事において、作業員がペール缶（取手付きバケツ缶）を逆さまに置いて作業台と

兵庫県 し、コンパネを電気のこぎりで切断していたところ、誤って自分の膝を切った。

１０：４５
〔 普通作業員：右膝切創（長さ７～８㎝、深さ２㎝程度） 〕

１２月１９日 道路維持作業において、維持作業車がバス停に停車し、降車する為に運転席のドアを開けたとこ

奈良県 ろ、突風に煽られてドアが大きく開き、走行していた一般車（大型車）に接触した。

１０：２５
〔 物損：一般車（大型車） 一部損傷 〕

１２月１９日 河川護岸工事において、型枠組立作業中に溶接の火花が、発泡スチロール性の化粧型枠に引火し

大阪府 た。

１５：００
〔 物損：化粧型枠（約１０㎡）焼失 〕

１２月２０日 地下道設置工事において、足場組立作業で梯子を登る途中で、体勢を崩し転落しかけた為に、梯

滋賀県 子の地上高３ｍ付近から飛び降りて足から着地したが、両足かかとの骨を骨折した。

８：４０
〔 普通作業員：両踵骨骨折 全治２ヶ月 〕

１２月２３日 公共施設建築工事において、外部足場の組立て作業中に、作業員が足場板の端部に足をかけた為

大阪府 に、足場板が単管を支点にして浮き外れ、約 ｍの高さから墜落した。3.5
１５：４０

〔 とび工：右足首外側踝亀裂骨折 全治２５日 〕

１２月２５日 道路改良工事において、作業員が現場での朝礼・打合せを行った後、現場事務所まで車で帰る

和歌山県 際、交差点部で一時停止を怠った一般車と接触した。

９：０５
〔 物損：工事関係車 左側ドア 一部損傷 〕

１２月２５日 情報管路改修工事において、光ケーブルが敷設済みの仮設情報管路と同位置に情報ＢＯＸを本設

京都府 する為、バックホウにより機械掘削したところ、仮設情報管路にバケットが接触し、光ケーブルを

１５：３０ 切断した。

〔 物損：光ケーブル 情報管路 切断 〕

１２月２７日 堤用地改修工事において、工事用道路の補修作業中に、バックホウで消火栓周辺のコンクリート

京都府 舗装版を撤去しようとしたところ、消火栓が破損し、漏水した。

１４：３０
〔 物損：消火栓 破損 漏水 〕


